
新
一一長
に
八
日
嵩
さ
ん

光
寿
会
定
期
総
会

平
成
二
十
三
年
度

光
寿
会
定
期
総
会
が
、

三
月
十
日
い
か
る
ぎ

館
に
於
い
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
会
務
に

精
励
さ
れ
作
品
展
な

ど
の
新
し
い
試
み
を

実
施
さ
れ
た
北
條
会

長
の
あ
と
を
受
け
て
、

新
会
長
に
八
日
嵩
さ

ん
が
選
出
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
新
役
員
に

別
記
の
方
々
が
新
た

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
二
十
三

年
度
事
業

・
決
算
と
、

慶
弔
費
十
六
万
円
な

ど
総
額
五
十
四
万
五

千
円
の
二
十
三
年
度

予
算
と
事
業
が
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
日
帰
り
お
楽
し
み

ム
西
宍

月
）
、
秋
の

一
泊
旅
行

（十
月
）

ペ
タ
ン
ク
大
会

（九

月
）
な

ど

の
ほ

か
、
月

刊
広
報

刊
行
、

生
き
生

き
ふ
れ

あ
い
サ

ロ
ン
「ら
ん

じ

ょ
浮

世
亭
」

な
ど

の

事
業
が

継
続
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

総
会
後
記
念
講
演
が
行
わ

れ
、
東
保
浄
光
寺
住
職
吉沢
邦
麿
師
の
「
い
た
だ
い
た
命
」
と
題
す
る
法
話
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
な
か
で
師
は

「命
に
は
長
さ
と
深
さ
と
幅
が

あ
る
。
人
は
往
々
に
し
て
幾

つ

ま
で
生
き
る
か
と
い
う
命
の
長

さ
に
こ
だ
わ
る
が
、
こ
れ
は
自

力
で
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
こ

と
で
あ
る
。
大
切
な
の
は
い
か

に
長
く
生
き
る
か
で
は
な
く
、

限
り
あ
る
命
を
自
ら
の
努
力
で

い
か
に
幅
広
く
深
く
生
き
る
か

と
云
う
こ
と
で
あ
る
」
な
ど
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
懇
親
会
に
移
り
二

蓮
如
上
人
の
御
遺
徳
を
偲
ぶ
恒
例
の
御
忌
法
会
が
三

月
十
三
日
九
時
半
よ
り
、
い
か
る
ぎ
館
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
穏
や
か
な
日
和
り
に
恵
ま
れ
て
大
勢
の

方
々
が
お
参
り
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
中
は
南
桂
寺
さ
ん
の
法
話

と
御
文
章
の
読
誦
が
あ
り
ま
し
た
。

午
後
は
今
年
度
お
亡
く
な
り
に

な

っ
た
男
性
会
員

・
齋
藤
廉
治
様

寂
照
院
釈
弘
ｇ

・
板
東
純

一
様

奪
照
院
釈
純
む

・
林
純

一
郎
様

（
一
心
院
釈
称
３

ｏ
林
　
勇
助
様

簡
信
院
釈
智
６

ら
五
人
の
ご
遺
族
を
招
い
て
の
追

悼
法
要
が
執
り
行
わ
れ
た
あ
と
、

常
称
寺
さ
ん
、
西
慶
寺
さ
ん
両
住

職
の
法
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

常
称
寺
さ
ん
は
蓮
如
上
人
の

一
代

記
を
語
ら
れ
ま
し
た
が
、
上
人
が

四
人
の
奥
方
と
の
間
に
二
十
七
人

の
お
子
を
設
け
ら
れ
た
と
い
う
く

だ
り
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ど
よ

め
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

今
回
の
お
世
話
は
公
文
名

公
玩

・
三
上

常
会
の
方
々
で
し
た
。

新　肝肇新舞彼　酪

師　林畑林畑林　疎

雄
子
工
子
男
紘
矩
子
夫

佐
敬
勝
孝
悦
和
要
祥
幹

太藤
　
　
畠
崎
　
　
　
部

齋
林
林
高
山
林
林
林
武

釉
醐銭蒔鰯舒額
［醐脚』嘲華鑑　騨

23年度光寿会役員
北條 蘇春
八田  嵩
齋藤太佐雄 林 邦子
八田 誓治
山崎 悦男

会 3申

蓮
如
上
入
し
の
び
御
忌
法
会

時
間
あ
ま

り
和
や
か

に
歓
談
し

ま
し
た
。

な
お
、
今

年
度
の
新
役

員

。
新
会
員

は
上
表
の
通

り
で
す
。

新入会員
坂 東 林  憲治

1ヒ   ]月

善 導

覚

原

正

川

林  隆明
林  友則
林  宣幸
林  睦子
林  建二
林  秋恵
林  美紀
八田百合子
林  章造
山崎 悦男
齋藤美智子
林  信雄
林  和代
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二
月
十

一
日
午
後
二
時

四
十
六
分
、
東
北
か
ら
関

東
に
か
け
て
の
広
い
範
囲

に
、
Ｍ
９
・
０
、
千
年
に

一
度
と
云
わ
れ
る
ほ
ど
の

巨
大
地
震
が
発
生
、
そ
れ

に
伴
う
高
さ
十
メ
ー
ト
ル

を
超
す
大
津
波
で
、
沿
岸

の
多
く
の
都
市
、
港
、
集

落
な
ど
が
壊
滅
的
な
被
害

を
被

り
ま
し
た
。
ま
た
同
時
に
福
島
原
発

が
爆
発
事
故
を
起
こ
し
て
放
射
能
が

飛
散
、
多
数
の
人
々
が
半
径
二
十
キ
　
　
｝

口
外
に
避
難
す
る
と
い
う
危
機
的
な

事
態
も
発
生
し
ま
し
た
。
死
者
、
行

方
不
明
者
は
優
に
二
万
人
を
超
え
、

被
災
家
屋
は
数
万
戸
に
及
ぶ
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
地
震
発
生
か
ら
二
十
日
間
を
経
た
現

時
点
で
も
、
そ
の
正
確
な
数
字
は
把
握
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
当
会
の
会
員
の
方
々
の
親
戚
や
知
人
、
友
人
な
ど

で
も
被
災
さ
れ
た
方
々
が
お
ら
れ
る
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。　
一
日
も
早
い
復
旧
を
心
か
ら
お
祈
り
し
た
い
も
の

で
す
。

公
文
名
地
内
で
舗
装

工
事

公
文
名
地
内
で
道
路
の
舗
装
工
事
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
県
道
新
湊
庄
川
線
か

ら
公
文
名
墓
地
南
側
を
通
り
、
林
正
道

さ
ん
方
前
の
市
道
に
通
ず
る
も
の
で
、

地
域
営
農
確
立
促
進
事
業
の

一
環
と
し

て
県
が
発
注
、
佐
藤
渡
辺
組
が
施
工
、

二
月
二
十
五
日
に
完
工
し
ま
し
た
。

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

た
が
や
ｔ
滲
，
こ評

の

■ヽ
　
Ｌ
（

料

ャ
ロ
合
薇
庄
〓
薇
か
つ
ぎ

３

合
徽

及ヽ
＝
委
川
え
え
上
付
こ
）

林

春

月

子

三輪
病
院
にグ
ル
‐プ
ホ
‐
ム
開
設

認
知
症
の
あ
る
高
齢
者
が
、
家
庭
的
な
環

境
の
中
で
、
介
護
ス
タ
ツ
フ
と
共
に
食
事
の
支

度
、
掃
除
、
洗
濯
等
を
行
い
な
が
ら
生
活
す
る

こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
生
活
を
尊
重
し
つ
つ
、

自
立
し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
施

設
と
し
て
、
三
輪
病
院
に
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「庄
の
里
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
定
員
は
十

八
名
、
砺
波
市
内
に
お
住
ま
い
で
、
要
支
援
２

ま
た
は
要
介
護
１
か
ら
５
ま
で
の
認
定
を
受
け
、

医
師
よ
り
認
知
症
と
診
断
を
受
け
て
い
る
方
が

入
所
で
き
ま
す
。
詳
細
は
三
輪
病
院
に
問
い

東
北
関
東

一
帯
が
数
百
年
に

一
度
あ
る
か
な
い
か

ぎ

．
　

と
い
う
巨
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
船
や
車
を

「
　
　
押
し
流
し
家
々
を
破
壊
し
な
が
ら
押
し
寄
せ
る
巨
大

［
●
一　
な
津
波
の
映
像
を
、
た
だ
声
も
な
く
見
つ
め
て
い
ま

し
た
。

お
り
も
お
り
、
日
本
は
政
治
の
無
為
無
策
か
ら
先
の
見
え
な

い
閉
塞
感
に
充
ち
て
い
ま
す
か
ら
、
こ
の
大
地
震
と
巨
大
津
波

を
、
反
省
の
意
味
を
込
め
て
思
わ
ず

「天
罰
」
だ
と
云
っ
て
し

ま
っ
た
石
原
東
京
都
知
事
の
気
持
ち
も
わ
か
ら
な
い
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
被
災
者
の
心
情
を
慮
れ
ば
こ
れ
は
明
ら
か

な
失
言
で
す
。
知
事
も
す
ぐ
に
謝
罪
し
発
言
を
取
り
消
し
ま
し

た
が
、
日
本
国
民
に
と
っ
て
こ
の
時
期
の
こ
の
大
災
害
は
、
天

罰
と
は
云
わ
な
い
ま
で
も
、
天
が
与
え
た
厳
し
い
試
練
で
あ
る

こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

地
震
と
津
波
に
誘
発
さ
れ
た
福
島
原
発
の
爆
発
事
故
も
、
影

響
の
及
ぶ
範
囲
の
広
さ
か
ら
言
え
ば
、
地
震
津
波
の
被
害
よ
り

さ
ら
に
深
刻
で
す
。

海
外
の
メ
デ
ィ
ア
が
高
く
評
価
し
て
い
る
日
本
国
民
の

「秩

序
あ
る
冷
静
さ
」
を
失
う
こ
と
な
く
、
こ
の
未
曾
有
の
国
難
に

立
ち
向
か
い
た
い
も
の
で
す
。

櫃巫瘍饂鰺枡又鶉趙讀
スカットボールと羽根っ
子ゲームの第四回大会を開
催しました。この時期には
珍しいみぞれ混じりの悪天

候と、東北関東で起こった未曾有の巨大地震・大津波
の直後ということでで、参加者も今まで最低の 20名
にとどまりました。
全員がスカット、羽根っ子に挑戦し、スカットの部
では武部律子さん、羽根っ子の部では三門明明子さん
がそれぞれ優勝、浮世亭 トロフィを獲得されました。
午後は阿弥陀経の読誦と無量寿経の書写第二回を行し
ました。

次回は4月J9□ (
11
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改
め
て
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

度

　
物
故
会
員

二
月
二
十
五
日
　
八
十
二
歳

四
月
　
　
一
一
日
　
八
十
六
歳

六
月
　
　
一
一日
　
九
十

一
歳

六
月
　
十
七
日
　
八
十
七
歳

八
月
　
　
ニハ
ロ
　
七
十
二
歳

十
月
二
十
九
日
　
八
十

一
歳

十

一
月
　
　
九
日
　
八
十
九
歳

一
月
二
十
九
日
　
九
十
五
歳

二
月
　
　
一二
日
　
九
十
七
歳

二
月
　
　
七
日

　

九
十
七
歳

（享
年
は
数
え
年
）
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黎陶
』
囲
一庶
｝
が
張臨
爾
窯
密蕊
麟
滲
鍮

黎
輸
鶉
難
識
響鱗
辟
爾
鑢
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い
か
る
ぎ
館

西
側
広
場
に
て


